
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

学校は、子供が 幸せに生きる ためにある  

子供たちが、今、学校で安心や絆を感じながら、 

自分らしく生き生きと過ごせること 

学校を離れた後も、自ら幸せな人生や社会を 

つくっていくことができる力を身に付けること 

～子供たちの今と未来の幸せのために～ 
 

たくましく 

かしこく のびやかに 

いのちを守る力の育成   心理的安全性（緑の世界※） 

） 

安心・絆を感じる環境づくり ※ポリヴェーガル理論 

本年度の重点目標 
 
 安心して学び、自分らしくのびる 

 

保護者・地域・関係機関との連携・協働 

子供の幸せを願う協働 

社会とつながる学び 

３地区を結ぶ地域・学校協働活動の推進 

Well-being の循環  

自分らしく生きがいを感じて働く教職員 

持ち味を生かした主体的な参画・研修 

ねらいを明確にした的確な校務遂行 

やさしい話し方・あたたかな聴き方 

安心して学び、自分らしくのびる子供の育成 

～自ら学びを調整し、よさを実感する授業づくりを通して～ 

研究主題 
 
 

教育の原点である 

「一人一人を見つめ、育てる」姿勢で 

未来を生きる子供たちに必要な 

「問題発見・解決能力」の育成を図る 

主体的な学びを支える「読み解く力」 

基盤として「安心して学び合う学級づくり」 

☆アクションプラン 

体を動かすことが好きな子供 
 
 

☆体を動かすことを楽しむ子供 80％ 

夢中になって学ぶ子供 
 
 

☆考える、調べる、話し合うなどして、 
学ぶことを楽しむ子供 80％ 

自己肯定感を育む子供 
 

 
☆自分のよさを実感している子供 80％ 

学校教育目標具現化への構想 

「～たい」が生まれ、持続・発展する学びによる認知能力と非認知能力の一体的な育成 

◆合言葉は 「たい・ぞう」 「ていねいに」 
Being 
安心感 

Doing 
達成感 

※自己肯定感は二層構造 

◆教職員も 「たい・ぞう」 「ていねいに」 

Doing Being 


